
遺言・相続・老後の財産管理

福地幸子行政書士事務所
宗像市光岡８５－１旭ビル２F（国道３号沿い洋服の青山さん横） TEL０９４０-３４-８０８４

安心を実感できる一生のプランニングが
必要ではありませんか？
いざという時のためを支援してくれる方法を考えて準備
をしておくと安心です。生活面、財産管理面の危機管理、
遺言作成のことや、認知症になったら？
ひとり暮らしで病気になったら？という
疑問についてのご相談もお受けします。
老後の生活相談ということでお気軽にご
予約ください。

遺言・相続

相談無料

自筆遺言の作成相談も

お気軽にどうぞ！

遺品整理のお手伝いを致します

家の片づけ・掃除 粗大ゴミの回収
片づけ

生前遺品整理
遺言状作成

遠方もお任せ下さい !
〒807-0046
福岡県遠賀郡水巻町吉田西 3丁目 22-3

（社）遺品整理士認定協会認定 第 IS01211号
 ＮＰＯ法人 北九州遺品整理協会　

0120-540-871

片づ
ける時間がなく
お困りの方

家の片づけ・掃除 粗大ゴミの回収
片づけ

生前遺品整理
遺言状作成
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古代のお米作りを学ぼう！

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

学びの里

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
在

に
残
っ
て
い
る
の
で
、
大
変
貴

重
で
す
。

　
ま
た
、仁
治
２
（
１
２
４
１
）

年
、
色
定
法
師
の
偉
業
達
成
を

称
え
る
「
大
日
本
国
鎮
西
筑
前

州
宗
像
第
一
宮
座
主
色
定
大
法

師
、一
切
経
律
一
筆
書
写
行
人
」

と
記
さ
れ
た
彫
像
（
色
定
法
師

座
像
）
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
宗

像
第
一
宮
は
、
現
在
の
宗
像
大

社
辺
津
宮
で
あ
り
、
色
定
法
師

は
、
そ
こ
の
僧
侶
の
座
首
（
僧

侶
の
最
高
位
）
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
色
定
法
師
の
偉
業
は
、
多
く

第25回

●内容／日時（全４回）
①田植え／６月22日（土）
　　　　　９:30〜12:00
②草取り／８月10日（土） 
　　　　　９:00〜11:00
＊荒天時は変更の場合あり
③稲刈り／11月初旬
④正月飾り作り・餅つき／12月中旬
＊③④の時間は未定
●集合場所　海の道むなかた館
●定員　20家族
＊原則、４回とも参加できる人

●参加費　小学生以上１人2,000円
　（材料費、田んぼ使用料含む）
＊別途、各実施日に昼食代（一般500
円、小学生以下300円）必要

●持参品　ビーチサンダルなど汚れ
てもよい靴、着替え、帽子、タオル

●申込締切日　５月31日（金）
●申込方法　海の道むなかた館へ次

のいずれかの方法で申し込む
▽☎（62）２６００
▽①住所②氏名③年齢を明記して FAX

（62）２６０１
▽ ＨＰ h t t p : / / s e a r o a d . c i t y .

munakata.lg.jp

■問い合わせ先　海の道むなかた館（郷土文化交流課）　☎（62）2600

●内容　宗像神社の社僧であった色定法師の偉業と、それに深く関わった宋の
貿易商人や日宋貿易で活発に海外との交易を実施していたむなかた
地域の様子を紹介

●期間　４月23日（火）～７月７日（日）
●開館　9：00～18：00
＊月曜日（祝日の場合は翌平日）は休館
●入場料　無料

春の特別展

「色定法師と　
　　日宋貿易」

　「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
…
」。

「
平
家
物
語
」
の
冒
頭
の
一
節

で
、「
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り
」

と
続
き
ま
す
。「
諸
行
無
常
」

が
ど
の
よ
う
な
響
き
で
あ
っ
た

か
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今

か
ら
、
約
８
０
０
年
前
の
平
安

時
代
終
わ
り
か
ら
鎌
倉
時
代
の

初
め
ご
ろ
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

す
る
と
、
そ
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

　
こ
の
時
代
は
、「
保
元
・
平

治
の
乱
」
や
「
源
平
合
戦
」
な

ど
の
兵
火
に
巻
き
込
ま
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
町
は
荒
廃
し
、
夜
盗
が
横

行
、
人
々
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
嘆

き
悲
し
む
声
が
「
諸
行
無
常
」

の
声
と
な
っ
て
鳴
り
響
い
て
い

ま
し
た
。

　
世
の
中
の
全
て
の
も
の
は
移

ろ
い
行
き
、
形
あ
る
も
の
は
必

ず
壊
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う

「
諸
行
無
常
」。
戦
乱
で
何
も
か

も
失
い
、
打
ち
ひ
し
が
れ
る
万

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
全
て
の

万
民
の
心
を
安
ら
か
な
気
持
ち

に
し
よ
う
と
力
を
尽
く
し
た
人

が
、
こ
こ
宗
像
の
地
に
い
ま
し

た
。

　
そ
の
人
は
、「
色
定
法
師
」

と
呼
ば
れ
、
平
安
時
代
の
終
わ

り
ご
ろ
、平
治
元
（
１
１
５
９
）

年
に
宗
像
神
社
の
社
僧
・
兼
祐

（
け
ん
ゆ
う
）
の
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
始

め
ご
ろ
の
仁
治
３（
１
２
４
２
）

年
11
月
６
日
、
84
歳
で
亡
く
な

る
ま
で
、「
諸
行
無
常
」
の
声

が
鳴
り
響
く
時
代
を
生
き
て
き

た
の
で
す
。

　
色
定
法
師
は
、
子
ど
も
の

こ
ろ
は
「
良

祐
（
り
ょ
う
ゆ

う
）」
と
名
乗

り
、
宗
像
神
社

の
学
頭
（
現
在
の
学
校
長
）・

良
印
（
り
ょ
う
い
ん
）
の
下
で

修
行
し
ま
し
た
。「
法
華
経（
ほ

け
き
ょ
う
）
を
手
に
取
れ
ば
、

そ
の
手
が
仏
と
な
り
、
口
に
唱

え
れ
ば
、
こ
の
口
が
す
ぐ
に
仏

と
な
る
。
天
に
あ
る
月
が
東
の

端
に
昇
れ
ば
、
そ
の
と
き
そ
の

影
が
す
ぐ
に
水
に
映
る
よ
う
に

法
華
経
に
ふ
れ
る
全
て
の
も
の

が
仏
に
な
れ
る
」
と
い
う
法
華

経
の
教
え
も
含
め
、「
壇
ノ
浦

合
戦
」
で
平
家
が
滅
ん
だ
２
年

後
の
文
治
３
（
１
１
８
７
）
年

4
月
1
日
、
29
歳
の
時
に
、
全

て
の
経
文（
大
蔵
経
＝
一
切
経
）

を
一
人
で
書
き
写
す
修
行
を
始

め
ま
し
た
。

　
こ
の
修
行
で
、
時
の
関
白
九

条
兼
実
は
も
と
よ
り
、
宗
像
神

社
本
家
、宗
像
大
宮
司
氏
実（
う

じ
さ
ね
）
と
そ
の
妻
子
、
亡
き

師
匠
・
良
印
や
祖
父
母
、
万
民

に
至
る
ま
で
が
、
心
の
安
ら
ぎ

を
持
ち
、
来
世
は
必
ず
極
楽
浄

土
に
行
け
る
よ
う
に
と
願
い
ま

し
た
。

　
一
切
経
の
唐
本（
中
国
版
）・

１
７
１
６
部
５
０
４
８
巻
を
、

数
人
が
書
き
写
す
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
一
人
で
書
き
写
す
こ
と

は
あ
ま
り
な
く
、
色
定
法
師
は

修
行
の
願
い
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
こ
の
経
典
を
一
人
で
、

42
年
か
け
て
書
き
写
し
た
の
で

の
人
に
支
え
ら
れ
成
し
遂
げ
ら

れ
た
も
の
で
し
た
。
特
に
、
経

典
を
書
き
写
す
た
め
に
必
要
な

紙
、
筆
や
墨
な
ど
は
当
時
は
高

額
な
も
の
で
、
個
人
で
調
達
す

る
に
は
経
済
的
な
支
え
が
必
要

不
可
欠
で
し
た
。
色
定
法
師
の

願
掛
け
の
う
ち
、「
万
民
に
至

る
ま
で
が
、
心
の
安
ら
ぎ
を
持

ち
、
来
世
は
必
ず
極
楽
浄
土
に

行
け
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う

も
の
が
、
当
時
の
中
国
の
宋
の

「
綱
首
（
ご
う
し
ゅ
）
＝
貿
易

商
人
」
た
ち
に
支
持
さ
れ
、
紙

を
「
張
成
（
ち
ょ
う
せ
い
）」、

墨
を
「
李
栄
（
り
え
い
）」
と

い
う
人
か
ら
寄
進
さ
れ
た
こ
と

が
、「
一
筆
一
切
経
」
の
巻
末

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
商
人
は
、
博
多
を
中
心
と
し

た
日
宋
貿
易
で
巨
万
の
富
を

得
、
特
に
、「
張
氏
」「
李
氏
」

は
宗
像
大
宮
司
と
深
い
関
係
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
宗
像
大
社
神
宝
館
に

収
蔵
す
る
「
一
筆
一
切
経
」
４

３
４
２
巻
は
、
国
指
定
重
要
文

化
財
で
す
。「
色
定
法
師
座
像
」

は
県
指
定
文
化
財
で
、
色
定
法

師
の
偉
業
と
と
も
に
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
安
部
裕
久
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
）

　
☎
（
62
）
２
６
０
０

戦
乱
の
さ
な
か
、

万
民
の
心
を
安
ら
か
に

色
定
法
師
の
偉
業

偉
業
を
支
え
た
商
人

県指定文化財色定法師座像

色
定
法
師
と

　
　
中
世
博
多
貿
易
商
人

し
き
　
じ
ょ
う
　
ほ
う
　
し


